はるをまつ
　
　
龍之介＃３２
　
　
　一緒に帰ろうという提案を、渋々、といった体で直樹は了承した。中部に上がったのにそんなことをするなんて恥ずかしいという彼を、懇願、涙目、上目遣い、といった策を弄してようやく頷かせたのだった。
（実際、効果があったかは分からないけど……）
　春風南は、徐々に人影の少なくなっていく教室で一人、窓際の自分の席に座りながら、幼馴染みが迎えに来るのを待っていた。
（職員室での用事って……いつ終わるんだろ？）
　彼が一緒に帰宅することを固辞した理由の一つが、『職員室で用事を頼まれている』ことだった。それを、「終わるまで待ってる」と言って南が譲らず、今のこの状況となっている。
「南～、帰らないの～？」
　教室の入り口から、友達の声が聞こえる。中部に上がってすぐ、仲良くなった子だ。途中まで一緒に帰ることも多い。
「ごめ～ん！　今日は他に用事があって」
　手を顔の前で合わせ、彼女にわびる。
「ふ～ん……彼氏？」
　察しのいいその子は、南が誰かと待ち合わせをしているらしいことにすぐ気付く。隙あらばからかってやろうという心内が、そのニヤニヤとした顔から透けて見える。
「違う、違う！　そんな人いないもん！」
　慌てて南が手をブンブンと振る。
「へ～、そっか～」
　友達の目がジト目に変わる。
「も～！　違うってば～！」
　南の必死の否定が伝わったのか否かは分からないが、彼女は手をヒラヒラと振って廊下に消えていった。
（もう……彼氏だなんて……ボクと……直樹……が？）
　頬に熱を感じる。顔に血が上っていくのを自覚する。
（ち、違う違う！　直樹とはそんなんじゃ！）
　必死に打ち消してみるが、わずかに火照った顔も、頭に浮かんだ直樹の顔も、中々消え去ってはくれなかった。
　
　
　本を読んだり、ノートに落書きしたりして時間を潰していたが、ふと気付くと教室内は南一人だけになっていた。日もずいぶん傾いてきている。
（遅いなぁ……）
　溜め息をついて、時計を見上げる。もうかれこれ一時間半は待っていることになる。
（用事って、そんなにかかるのかな……）
　とりとめもない絵で埋まりつつあったノートを閉じ、窓の外に目を遣る。眼下の中庭にも人影は殆どなく、時折、これから下校する生徒が横切るだけだった。さして面白いことがあるわけでもなく、目を上に向ける。
　色付き始めた空を背景に、屋上では数人の男子生徒が何やら集まっている。
（ああ、応援団……だっけ？）
　この間の部活動紹介の際、確か応援団は屋上を活動場所にしている、というのを聞いた覚えがある。だが、それにしても何か特別なことをしている風はなく、声出しでもしているのか、大きな口を開けているのが遠目に見えるだけだった。窓ガラスを閉めているせいでその声も届かず、南はすぐに興味を失い、ぼんやりと顔をまた教室に戻す。
（ん～～～）
　少し遅すぎはしないだろうか、そんな思いが頭をもたげてくる。まさか、直樹が約束を忘れた、もしくは無視して先に返ってしまっている。
（ううん、それはない）
　どんなに納得いかないまま頷いても、今まで直樹は約束を破ったことはないし、約束した当の南本人が忘れようとも、直樹が憶えていた、ということも今まで何度もあった。忘れたという可能性もかなり低い。
（待ち合わせ場所を聞き違えた……とか）
　それも可能性は低い、と南は否定した。直樹とクラスが違うのであれば、『教室』という単語は二つの意味を持つが、南と直樹は同じクラスだ。今、南がいるところ以外の教室を指定する意味はない。待ち合わせ場所としては図書室も妥当ではあるが、さすがにそれと聞き間違えはしていない自信があった。
（どうしたんだろ……）
　約束して待ち始めた時の、浮き立つような気持ちは、今や不安や心配といった感情に取って代わられている。
　時計を見上げる。さっきからこれっぽっちも進んでいない。焦りにも似た感覚が、南の心の底から滲み出す。
「よしっ！」
　指で机を数回叩いた後、意を決したように立ち上がる。
「職員室まで迎えに行けばいいんだよ！　うん！」
　言うが否や、手早く荷物をまとめ、南は教室を飛び出した。
　
　
　教室棟から渡り廊下を抜け、文化部の生徒が活動している雰囲気の漂う特殊教室の前を一息に駆け、階段をタタタタと軽快に下り、職員室の前に辿り着く。
（あ……）
　そこでふと気付く。何の用もなしに職員室に入っていくわけにはいかない。同級生の男の子を迎えに入ったとしたら、咎められはしないにせよ、大いにからかわれ、直樹は二度と一緒に帰ってくれなくなるだろう。
（用事……用事……先生に授業の分からないところを聞きに行く……がらじゃないよね～）
　そこまで熱心な生徒ではないし、現段階では授業について行けてもいる。
（ここで待つしか……ないか）
　自分の考え無さを呪いながら、南は廊下の壁に体を預けた。
　
「ん？　どうした、春風？」
　十分ほど待っただろうか。職員室のドアが開く音に期待して顔を向けると、そこから出てきたのは担任の先生だった。
　失望しながらも、中の状況を尋ねられるのは幸いと、南が口を開く。
「あのっ、なお……佐藤君は、まだ中ですか？」
「佐藤……ああ、そう言えば岡田先生に用事を頼まれてたな。職員室でやる作業は終わったみたいで、さっきプリントの束を持って出て行ったぞ」
　まだ終わっていなかったのかと思うと同時に、もう少し早く来ていれば会えたのかも知れない、という後悔も去来する。
「どこに行ったかとか、分かりませんか？　どれくらいで戻ってくるか、とか」
　南の問いに、担任は困ったように苦笑いを浮かべる。
「いやあ、そこまでは分からないなぁ。何をしていたかも、遠くからチラッと見ただけで分からないし……それに、ここにはもう戻ってこないんじゃないか？　鞄も持って出て行ったぞ」
「えっ……」
　挨拶も忘れて、南は走り出していた。
（直樹っ！）
　しまった、という思いが強い。鞄を持って出ていったということは、そのプリントを持って行った先での用事が終われば、そのまま教室に行くつもりなのだろう。その用事がどれほどで終わるのかは分からないが、もう少し待っていれば、きっと直樹は迎えに来てくれたはずなのだ。
（私が待ち切れなかったばっかりに……）
　後悔の念ばかりが湧き出してくる。
（どこ？　……どこだろう？）
　焦る気持ちが冷静な思考を阻害する。南はただ闇雲に、思い浮かんだ場所に向かって駆けていく。部活に在籍している生徒はその活動の真っ最中、それ以外の生徒はあらかた下校した後で、廊下に人影はない。その、訊く相手もいないという状況が南の焦燥を強めていく。
　
　視聴覚室は、鍵がかかっていた。
　
　音楽室と美術室は部活で使用中だった。
　
　勢いよく図書室の戸を開けても、迷惑そうな目で見てくる中に直樹の顔はなかった。
　
　教室で待ってくれているかもという期待は、無人の室内が裏切った。
　
　ただただ、南は走るだけだった。階段を駆け上がり、駆け下り、時々足をもつれさせながら、直樹の姿を求めて走った。焦りや後悔は、教室で待っていない南に愛想を尽かした直樹が、もう帰ってしまったのではないかという不安に変わり、やはり同じように南の胸を締めつける。
「はぁっ……はぁっ……」
　目の端に涙を浮かべた南がその足を止めたのは、鍵のかかった調理室前の廊下だった。両膝に手をつくが、乱れた呼吸は収まらない。
　それでも、ほんのわずかだけ回復した体力を次の移動に使おうと、ふらつく足でまた走り出そうと、そう思った時だった。
「えっ！」
　廊下の窓の向こう、昇降口から伸びるコンクリートの先、その校門に、人待ち顔で門柱に凭れている男子生徒がいた。見慣れた、片時も忘れたことがないその顔は、まごうことなく、幼馴染みの直樹のものだった。
「直樹っ！」
　疲れの溜まった足の、その重さも忘れて、南は飛び降りるように階下へと駆け、脇目もふらず昇降口へと向かった。
　靴を履き替え、外に飛び出したところで、待ちわびた顔と目が合った。
「直樹～っ！」
　彼は呆れた表情を浮かべながらも、微笑んで南を迎えた。
　
「まったくもう……」
　直樹の第一声はそんな言葉だった。
「ご……ごめん……」
　息を整えながら、南が謝る。
「どうせ待ち切れなくて、捜しに出ちゃったんだろ？　そういうことすると、こっちまで南を捜さなくちゃいけなくなるんだから……」
　だから、自分が校門で待っていたんだと、直樹が告げる。
「ごめん……」
　直樹に会えた嬉しさと、責められて申し訳ない気持ちと、今までの心細さが相まって、また南の目が潤む。
「ふぅ……」
　直樹が、長い息を一つ吐く。
「さ、帰ろう、南。……ちょっと、遠回りしようか」
「うんっ！」
　目の端を指でぬぐい、南は跳ね上がるような返事で頷いた。
　
　
　
　
　
　
　
　
　目を開けると、暗闇の中だった。
　懐かしい夢を見た。直樹に会いたいが為に、記憶の一部分が掘り起こされたらしい。
　
「待ってなくてもいい」と、あの日、直樹はパトカーに乗る前、そう言った。でもそれは、「待っててもいい」ということでもあるのだと、南は捉えた。だから、今もこうして一人、直樹が戻ってくるのを待っている。
　どんな罪状がついても、どれだけ刑期が長引いても、世間が彼をどう言おうと、南は彼と再び歩ける日を信じて、待ち続ける。そう決めた。
　だが、あの中部に上がって間もない春の日と違い、南が待ち切れずに動いたならば、彼はもう南を待ってはくれないだろう。きっと、二度と会えなくなる。そう確信している。
（あの時の、子供だったボクとは違う……私は、もう大人なんだ。だから……待ってるからね、直樹……）
　
　春風南は、満開の桜の下を佐藤直樹と歩く日を夢見ながら、もう一度、眠りに就いた。
　
平成二十二年六月六日
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